
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・子どもが主体となって、

まちを作り上げるプログ

ラム 

・基本ルールは「大人は口

出し禁止」。子ども達は、

自分たちが住むまちを参

考に自由にまちを創り上

げていく 

（令和４年、５年度実施） 

 

・子ども達の目線から見た 

地域の課題を見つける 

・見つけた課題を SDGsと結

び付けて、SDGsお化けと

して表現する 

・見つけた SDGsお化けを、

子ども達で、どのようにし

ていくとよいか話し合う 

大垣市文教協会６０周年事業 

子どもが主人公の 

「未来のすてきな大垣」づくり事業 

 

２つの事業を実施 

６０周年事業に込めた願い 

・子どもが主人公となって、ふるさとを学び、ふる

さとが好きになるようにしていきたい 

・ふるさとついて考え、意見を発信することがで

きるような体験の場を創っていきたい 

・子ども達がまちづくりに参画できるようにして

いきたい 
 

 

50周年事業 

「語り継ぎたい ふるさと大垣」を発刊 

 



 

年月日 活動内容 

令和５年１２月 ・文教協会会長、市長より、文教協会６０周年事業（子どもが主人公の

「未来のすてきな大垣」づくり事業）について記者発表。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１２月～ 

令和６年 １月 

・市内小学校３年生～中学校３年生を対象に、 

「大垣市×(かける)ＳＤＧsお化けを探せ」の作品募集を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月 ・最終審査を実施し、６体の受賞作品が決定 

大垣市「こどもまんなか応援サポ

ーター宣言」趣旨とも合致 


